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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2022 年５月 10日に公表いたしました、2023 年３月期（2022 年４月１

日～2023 年３月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

● 業績予想の修正について 

 

2023 年３月期の業績予想の修正（2022 年４月１日～2023年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 192 △948 △933 △936 △32.64 

今回修正予想（Ｂ） 220 △850 △820 △823 △28.55 

増減額（Ｂ－Ａ） 28 98 113 113  

増減率（％） 14.6 - - -  

（ご参考）前期実績 

（2022年３月期） 
100 △741 △764 △767 △27.34 

 

修正の理由 

売上高に関しましては、新型コロナウイルス感染症に対応するための政府による大規模な行動制限の発

出がなされなかったことや、同感染症に対するワクチン接種の普及により移動の自由度が改善したことか

ら、BNCT に係る医療の受診控えの影響が限定的となりました。さらに各種学会での情報発信などを通じた

マーケティング活動を強化したことにより、BNCT に対する認知度が一定程度浸透するとともに、医療機関

への集患力も向上したことから BNCT の実施症例数は前回発表予想と比較し好調に推移いたしました。 

結果、売上高は前回発表予想を上回る見込みとなりました。 

なお、当社の業績指標であります当社製品の消費換算数量（累計）（注１）につきましては、前回発表

予想では 99箱を見込んでおりましたが、今回の業績予想の修正により、117箱を見込んでおります（前年

実績 72 箱）。 

損益面に関しましては、上記の要因により売上総利益が増加したことに加え、事業計画の進捗状況を再

評価し、経費削減を徹底した結果、営業損失は当初予想を 98 百万円改善する見込みとなりました。 

また 2022年 11 月９日に「受取手数料（営業外収益）の計上に関するお知らせ」にて公表いたしました

とおり、営業外収益 25 百万円を計上するとともに、2022年 12月 14 日に「第三者割当による第４回新株

予約権（行使価額修正条項付）の発行及びファシリティ契約（行使停止指定条項付）の締結に関するお知



らせ」にて公表しましたとおり、新株予約権発行に係る費用 6百万円と追加的に発生する登録免許税等 3

百万円の発生を見込んでおります。 

結果、経常損失および当期純損失は当初予想から 113百万円改善する見込みとなりました。 

 

注１．「消費換算数量（累計）」とは、医療施設で実施された BNCT 実施症例数に、当社が独自で算定して

おります１治療当たりの平均消費袋数を乗じて得た値を販売規格である箱数に換算して、BNCT 治療

に使われた当社製品の出来高を推計したものであります。 

 

注２．上記の業績予想は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
以 上 


